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佐

々

木

了

慎

「
三
〇
一
〇
（
さ
ん
ま
る
い
ち
ま
る
）
運
動
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
は
、
宴
会
時
の
食
べ
残
し
を
減

ら
す
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、「
乾
杯
後

三
十
分
間
は
席
を
立
た
ず
に
料
理
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
お
開
き
十
分
前
に
な
っ
た
ら
自

分
の
席
に
戻
っ
て
再
度
料
理
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
」
と
、
食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る
目
的

と
し
て
環
境
省
が
呼
び
か
け
て
い
る
運
動
で

す
。
全
国
で
も
い
ろ
い
ろ
な
団
体
や
企
業
、

組
織
で
推
奨
さ
れ
て
い
て
、
宗
門
の
実
践
運

動
で
も
こ
の
こ
と
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。二

〇
一
七
年
十
一
月
に
、
築
地
本
願
寺
に

お
い
て
ご
門
主
ご
臨
席
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト

仏
教
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に
参
加
を
し
て
、
実
践

運
動
の
新
た
な
歩
み
を
予
感
い
た
し
ま
し

た
。
国
連
で
採
択
さ
れ
た
十
七
項
目
の
「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
は
、

地
球
上
の
す
べ
て
の
国
や
人
び
と
を
対
象
に

貧
困
、
飢
餓
、
不
平
等
、
環
境
な
ど
の
問
題

に
取
り
組
む
も
の
で
、「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
」
を
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
ご
門
主
の

ご
親
教
「
念
仏
者
の
生
き
方
」
と
通
じ
る
観

点
か
ら
、
今
期
の
実
践
目
標
で
あ
る
「
貧
困

の
克
服
に
向
け
て　

～
D
a
n
a 

f
o
r 

W
o
r
l
d 
P
e
a
c
e
～　

子
ど
も
た
ち

を
育
む
た
め
に
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
だ
と

感
じ
取
り
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
に
懇
親
会
が
あ

り
、
ご
門
主
は
開
宴
に
あ
た
り
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

に
関
す
る
思
い
を
添
え
て
、「
今
日
は
も
う

間
に
合
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と

料
理
が
少
な
く
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
上

司
の
方
は
、
こ
れ
で
は
少
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、

と
怒
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。」
と
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
ご
挨
拶
を
な
さ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
宴
席
で
は
食
べ
き
れ
る
だ
け
の
料

理
を
用
意
す
る
、
そ
れ
は
今
す
ぐ
に
で
も
で

き
る
取
り
組
み
で
す
。
そ
の
上
で
、
食
品
ロ

ス
を
考
え
、
余
っ
て
い
る
状
況
と
不
足
し
て

い
る
場
が
あ
る
現
実
と
の
格
差
を
見
極
め
て

い
く
こ
と
が
実
践
運
動
と
し
て
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
先
に
「
お
寺
お
や
つ
ク
ラ
ブ
」

や
「
子
ど
も
食
堂
」
な
ど
具
体
的
な
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

今
期
は
新
た
な
実
践
目
標
で
あ
る
「
貧
困

の
克
服
に
向
け
て
」
を
正
面
か
ら
考
え
て
ま

い
り
ま
し
た
。
貧
困
の
現
実
や
課
題
、
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
、
教
区
と
し
て
取
り
組
め

る
方
向
性
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
を
巡
ら

せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
教
区
委
員
の
皆
さ
ま

に
は
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
真
摯
に
向
き
合
っ

て
い
た
だ
き
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
期
を

ベ
ー
ス
に
し
て
、
次
期
は
さ
ら
な
る
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

二
期
四
年
、
実
践
運
動
の
中
央
委
員
と
し

て
微
力
な
が
ら
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
宗
門
の
た
め
、
教
区
の
た
め
に
精
一
杯

尽
く
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
力
不
足
の
と
こ

ろ
は
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「親鸞聖人御誕生 800 年・立教開宗 750 年慶讃法要」　（1973 年法要の様子・西本願寺提供）

今
期
の
実
践
運
動
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動

中
央
委
員
会
委
員

山
陰
教
区
委
員
会
副
委
員
長
　
北
　
島
　
清
　
秀
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十
二
月
十
七
日
（
火
）、
山
陰
教
堂
教

化
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
お
い
て
、「
第
四

連
区 

勤
式
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
四
連
区
に
お
い
て
は
、
連
区
勤
式
研

修
会
を
数
年
ご
と
に
開
催
し
て
い
ま
す

（
前
回
は
二
〇
一
七
年
度
、
山
口
教
区
主

催
）。
今
年
度
は
、
山
陰
教
区
主
催
で
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
、
第
四
連
区
の
各
教
区

か
ら
多
数
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
催
テ
ー
マ
は
「
お
香
に
つ
い
て
」。

ご
講
師
に
畑 

正
高 

氏
（
株
式
会
社
松
栄

堂　

代
表
取
締
役
社
長
）
を
お
招
き
し
、

お
香
の
歴
史
、
香
の
文
化
と
仏
教
と
の
関

わ
り
な
ど
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
て
ご
講

義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
お
香
の
奥
深
さ
に

驚
き
ま
し
た
。
普
段
使
っ
て
い
る
も
の
な

の
で
、
余
計
に
興
味
深
く
、
と
て
も
楽
し

ん
で
聞
け
ま
し
た
。」「
お
香
が
古
く
か
ら

私
た
ち
の
生
活
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」
な

ど
の
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
日
、
午
前
中
に
開
催
し
た
「
特
別
法

務
員
・
法
務
員
試
験
合
格
者
連
絡
協
議
会
」

に
お
い
て
は
、
小
原
靜
伍
教
区
勤
式
指
導

員
か
ら
、
本
山
で
開
催
さ
れ
た
勤
式
指
導

員
研
修
会
の
ご
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
、「
得
度
式
規
程
」（
平
成
三
十
一
年

第
四
連
区 

勤
式
研
修
会

特
別
法
務
員・法
務
員
試
験
合
格
者
連
絡
協
議
会

期　

日　

 

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年

　
　
　
　

十
二
月
四
日
（
水
）

会　

場　

 

本
願
寺
山
陰
教
堂

　
　
　
　

教
化
セ
ン
タ
ー 

研
修
室

参
加
者　

三
十
四
名

同
和
教
育
振
興
会
研
究
員
の
山
内
理
史

先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
教
区
主
催
に

よ
る
「
人
権
啓
発
推
進
僧
侶
研
修
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、

こ
の
た
び
社
会
部
（
人
権
問
題
担
当
）
か

ら
配
布
さ
れ
ま
し
た
研
修
会
用
参
考
資
料

「
み
教
え
と
差
別
の
現
実
」
に
つ
い
て
、
作

成
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
各
組
に

お
い
て
も
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
教
区
主
催
で
実
施
を
い
た
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
各
組
か
ら
、
組
長
・

副
組
長
・
組
実
践
運
動
委
員
・
研
修
会
担

当
者
等
に

ご
参
加
い

た
だ
き
、

経
典
に
お

け
る
用
語

を
通
し
て

の
差
別
問

題
に
つ
い

て
学
び
を

深
め
ま
し

た
。

山
陰
教
区
主
催 

人
権
啓
発
推
進
僧
侶
研
修
会

宗
則
第
一
号
）
に
基
づ
く
来
年
度
か
ら
の

「
得
度
講
習
会
」「
得
度
考
査
」
の
教
区
開

催
に
つ

い
て
、

資
料
を

元
に
ご

説
明
を

い
た
だ

き
ま
し

た
。

出
雲
組
か
ら
は
二
ヶ
寺
の
団
体
参
拝
も

あ
り
、
本
堂
は
満
堂
。
本
願
寺
派
布
教
使
・

佐
々
木
鴻
昭 

師
（
宮
崎
教
区
都
城
組
摂
護

寺
）
の
ご
法
話
を
お
聴
聞
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

お
昼
に
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
雅

龍
会
」
の
皆
さ
ま
に
よ
る
雅
楽
の
演
奏
会

が
あ
り
ま
し
た
。
寒
い
中
で
し
た
が
、
多

数
の
ご
参
拝
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
一
月
二
十
一

日
（
火
）、
本
願
寺
山
陰
教
堂
の
御
正
忌

法
要
を
お
勤
め
い
た
し
ま
し
た
。

出
雲
南
組
・
大
田
中
組
の
御
法
中
、
並

び
に
山
陰
教
区
雅
楽
声
明
の
会
「
雅
龍
会
」

の
皆
さ
ま
に
御
出
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
前
法
要
は
「
宗
祖
讃
仰
作
法
」、
午
後

法
要
で
は
「
宗
祖
讃
仰
作
法
（
音
楽
法
要
）」

を
お
勤
め
し
、
音
楽
法
要
で
は
松
江
組
眞

光
寺
坊
守
さ
ま
に
伴
奏
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

本
願
寺
山
陰
教
堂 

御
正
忌
法
要
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二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
度

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
（
実
践
運
動
）

山
陰
教
区
委
員
会
（
総
会
）

つ
い
て
承
認

②  

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度
各
部
会

事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
承
認

（
四
）
内
規
改
定
に
つ
い
て

 　

来
年
度
得
度
シ
ス
テ
ム
が
変
更
に
な

る
こ
と
に
伴
い
、
山
陰
教
区
委
員
会
設

置
規
則
内
規
（
勤
式
担
当
）
一
部
変
更

に
つ
い
て
承
認

（
五
） 

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
度
「
点
検

報
告
書
」「
総
括
書
」
に
つ
い
て

 　

各
部
会
か
ら
の
報
告
・
各
組
活
動
報

告
、
各
組
提
出
の
報
告
書
を
参
考
に
事

務
局
に
て
作
成
。
※
提
出
用
の
報
告
書

式
が
異
な
る
た
め
各
組
長
宛
に
依
頼
し

て
は
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

（
六
） 

部
会
（
三
部
会
に
分
か
れ
来
年
度

事
業
等
に
つ
い
て
協
議
）

（
七
）
全
体
会
（
各
部
会
部
長
か
ら
報
告
）

① 

同
朋
社
会
部
会

・ 

委
員
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
山
陰
教

区
で
の
「
子
ど
も
の
貧
困
問
題
」
へ
の

取
り
組
み
（
笑
顔
の
た
め
に
募
金
と

併
せ
て
、
お
寺
お
や
つ
ク
ラ
ブ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
検
討
中
）
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
協
議
（
所
掌
部
門
）
は
同

朋
社
会
部
会
で
行
っ
て
は
ど
う
か
。

② 

寺
院
活
動
支
援
部
会

・ 

寺
フ
ェ
ス
で
の
野
菜
販
売
は
大
変
好

一
、
日　
　

時　

二
〇
二
〇（
令
和
二
）年

　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
三
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
二
時
二
十
五
分

二
、
会　
　

場　

本
願
寺
山
陰
教
堂

　
　
　
　
　
　
　

教
化
セ
ン
タ
ー 
研
修
室

三
、
協
議
概
要

（
一
） 「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動（
実

践
運
動
）」
中
央
委
員
会
報
告

　
　
　 

北
島
清
秀
中
央
委
員
会
委
員
報
告

①  

教
区
・
組
に
お
け
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
設

置
に
つ
い
て

②  「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
募

金
」
の
支
援
先
・
募
金
状
況
に
つ
い
て

③  

次
期
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運

動
」総
合
基
本
計
画
・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
案
）
に
つ
い
て

（
二
） 

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
度
「
事

業
報
告
」

①  

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
度
実
践
運

動
教
区
委
員
会
事
業
報
告

②  

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
度
各
部
会

事
業
報
告

（
三
） 

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度
「
事

業
計
画
（
案
）」

①  

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度
実
践
運

動
教
区
委
員
会
事
業
計
画
（
案
）
に

評
で
あ
っ
た
。
新
た
に
何
か
を
企
画

す
る
の
も
よ
い
が
、
既
存
の
行
事
（
山

陰
教
堂
報
恩
講
等
）
で
も
行
っ
て
は

ど
う
か
。

・ 

か
つ
て
山
陰
教
区
で
も
開
催
し
て
い

た
、
寺
院
子
弟
の
つ
ど
い
を
復
活
さ

せ
て
は
ど
う
か
。

・ 

教
化
団
体
に
つ
い
て
、
単
独
の
開
催

が
難
し
い
行
事
は
、
今
後
、
合
同
開

催
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
再
来
年

度
開
催
を
目
処
に
協
議
を
し
て
い
き

た
い
。

③ 

伝
道
広
報
部
会

・ 

僧
侶
研
修
会
で
の
勤
式
講
習
会
は
、

一
日
開
催
の
日
程
で
も
五
十
分
は
確

保
し
て
い
き
た
い
。

・ 

僧
侶
研
修
会
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

教
義
・
社
会
問
題
の
交
互
で
は
な
く
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
で
よ
い
の
で
は

な
い
か
。

（
八
）
そ
の
他

・ 

教
区
委
員
の
交
代
に
か
か
る
担
当
者

会
担
当
者
の
変
更
に
つ
い
て
承
認
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鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

八
月
二
十
五
日
（
日
）、
鳥
取
因
幡
組

光
輪
寺
に
て
山
陰
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟

鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。ご

講
師
は
鳥
取
因
幡
組
光
輪
寺
の
ご
住

職
佐
々
木
智
浩
師
。『
永
代
経
に
つ
い
て

―
浄
土
真
宗
の
考
え
方
―
』
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者

は
鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
僧
侶
、
仏
壮
会
員
、

門
徒
推
進
員
合
わ
せ
て
四
十
八
名
で
し

た
。出

雲
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

九
月
十
四
日
（
土
）、
本
願
寺
山
陰
教

仏
教
壮
年
会
連
盟
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

堂
教
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
山
陰
教
区
仏
教

壮
年
会
連
盟
出
雲
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

ご
講
師
は
、
島
根
県
青
少
年
家
庭
課 

上

席
調
整
監 

寺
本
年
生
氏
。『
児
童
虐
待
に

つ
い
て
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
義
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
五
十
六
名
で
し

た
。こ

の
度
の
研
修
内
容
は
、
社
会
問
題
に

も
な
っ
て
お
り
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

取
り
組
み
の
一
環
で
も
あ
る
「
子
ど
も
の

貧
困
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
、
子

ど
も
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
、
子
ど

も
た
ち
が
抱
え
て
い
る
様
々
な
問
題
、
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
今
、
自
分
た

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
二
月
二
十
五

日
（
火
）
中
国
地
方
の
本
派
矯
正
教
化
連

盟
会
員
で
構
成
す
る
本
会
の
研
修
会
を
、

山
陰
教
区
支
部
担
当
に
て
十
八
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

施
設
研
修
と
し
て
、
鳥
取
刑
務
所
に
お

い
て
午
後
一
時
半
か
ら
施
設
の
見
学
と
と

も
に
、
刑
務
所
庶
務
部
課
長
か
ら
の
講
義

を
通
じ
、
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
学
び

を
深
め
ま
し
た
。

二
〇
一九（
令
和
元
）年
度
本
派
矯
正
教
化
連
盟
広
島
管
区
支
部
研
修
会

次
に
ホ
テ
ル
モ
ナ
ー
ク
鳥
取
に
会
場
を

移
し
、
研
修
会
と
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
安
来
市
加
納
美
術
館
名
誉
館

長
の
加
納
佳
世
子
先
生
か
ら
「
赦
し
の
意

味
を
考
え
る
―
画
家
、
加
納
莞
蕾
の
平
和

思
想
―
」
と
題
し
て
講
義
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
加
納
佳
世
子
先
生
の
父
で
画
家
の

加
納
莞
蕾
師
は
、
日
本
の
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
釈

放
を
求
め
る
手
紙
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
キ
リ

ノ
大
統
領
に
送
り
、
市
外
戦
で
日
本
人
に

妻
子
四
人
を
殺
さ
れ
た
キ
リ
ノ
氏
に
、
赦

し
が
た
き
を
赦
す
こ
と
が
「
日
本
人
が
過

去
を
反
省
し
、
軍
国
主
義
を
拒
否
す
る
こ

と
に
な
る
」
と
訴
え
続
け
ま
し
た
。

一
九
五
三
年
、
つ
い
に
大
統
領
は
「
私
か

ら
の
憎
悪
の
念
を
受
け
継
が
せ
な
い
」
と

声
明
を
出
し
、
日
本
人
戦
犯
百
人
以
上
を

特
赦
し
た
そ
う
で
す
。
大
統
領
は
特
赦
を

発
す
る
な
か
で
「
私
は
妻
と
三
人
の
子
ど

も
と
そ
の
他
五
人
の
家
族
を
日
本
人
に
殺

さ
れ
た
た
め
、
彼
ら
を
赦
そ
う
と
は
よ
も

や
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
私
は
私
の
子

ど
も
や
国
民
が
、
や
が
て
は
わ
が
国
の
恒

久
の
利
益
の
友
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
国

民
に
、
私
か
ら
の
憎
悪
を
受
け
継
が
し
め

な
い
こ
と
を
欲
す
る
が
故
に
こ
れ
を
行
う

の
で
あ
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
出
さ
れ
た

そ
う
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
と
そ
の

背
景
に
あ
る
深
い
思
想
を
忘
れ
る
べ
き
で

は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
日
頃
か
ら
教
誨
師
と
し

て
活
動
を
さ
れ
て
い
る
仲
間
と
と
も
に
、

胸
襟
を
開
い
て
語
り
合
い
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、
有
意
義
な

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

ち
に
何
が
で
き
る
か
な
ど
、
現
場
に
お
い

て
直
接
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方
か
ら
し
か

聞
け
な
い
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

石
見
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

二
月
一
日
（
土
）、
浜
田
市
の
い
わ
み
ー

る
に
て
、
山
陰
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
石

見
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ご
講
師
は
、
佐
々
木
了
慎 

山
陰
教
区
教

務
所
長
。「『
私
た
ち
の
ち
か
い
』
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
講
義
で
、
参
加

者
は
六
十
七
名
で
し
た
。

こ
の
度
の
研
修
は
、
ご
消
息
や
仏
教
婦

人
会
綱
領
を
確
認
し
な
が
ら
「
私
た
ち
の

ち
か
い
」
の
内
容
を
紐
解
き
、
さ
ら
に
理

解
が
深
め
ら
れ
た
研
修
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
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【歳　入】	 【歳　出】	

2020（令和 2）年度山陰教区一般会計歳計予算

款　　　　　項 2020年度予算額 2019年度予算額 対比△減

1 教区賦課金 35,550,000 35,835,000 △ 285,000

1 本年度賦課金 35,550,000 35,835,000 △ 285,000

2 過年度賦課金 0 0 0

2 宗派助成金 10,500,000 13,100,000 △ 2,600,000

1 宗派助成金 10,500,000 13,100,000 △ 2,600,000

3 願記手数料 2,000,000 1,800,000 200,000

1 願記手数料 2,000,000 1,800,000 200,000

4 回　　　　金 110,000 1,310,000 △ 1,200,000

1 回　　　金 110,000 1,310,000 △ 1,200,000

5 雑　　収　　入 840,000 755,000 85,000

1 雑　　収　　入 840,000 755,000 85,000

6 前年度繰越金 6,000,000 7,000,000 △ 1,000,000

1 前年度繰越金 6,000,000 7,000,000 △ 1,000,000

歳入合計 55,000,000 59,800,000 △ 4,800,000

【歳　出】	
款　　　項　　　目 2020年度予算額 2019年度予算額 対比△減

1 教区事業費 13,740,000 13,660,000 80,000

1 総合教化企画費 2,750,000 2,500,000 250,000

1 御同朋の社会をめざす運動推進費 2,750,000 2,500,000 250,000

2 教化費 5,600,000 5,850,000 △ 250,000

1 寺院機能振興費 1,400,000 1,400,000 0

2 婦人青少年費 1,150,000 1,250,000 △ 100,000

3 総代・壮年費 300,000 300,000 0

4 研修費 1,550,000 1,550,000 0

5 矯正福祉費 350,000 500,000 △ 150,000

6 文書伝道費 800,000 800,000 0

7 教化活動費 50,000 50,000 0

3 助成費 5,140,000 5,060,000 80,000

1 布教団助成金 350,000 350,000 0

2 各種団体助成金 490,000 410,000 80,000

3 地方教化助成費 4,300,000 4,300,000 0

4 災害対策費 250,000 250,000 0

1 災害対策費 250,000 250,000 0

2 会議費 2,250,000 1,600,000 650,000

1 会議費 2,250,000 1,600,000 650,000

1 教区会議費 1,450,000 950,000 500,000

2 組長会費 550,000 400,000 150,000

3 各種会議費 200,000 200,000 0

4 職員会議費 50,000 50,000 0

3 教務所費 22,930,000 28,670,000 △ 5,740,000

1 人件費 17,280,000 23,270,000 △ 5,990,000

1 教務所職員俸給 10,100,000 13,300,000 △ 3,200,000

2 賞与 2,400,000 3,060,000 △ 660,000

3 退職交付金 0 1,210,000 △ 1,210,000

4 福祉費 2,500,000 3,100,000 △ 600,000

款　　　項　　　目 2020年度予算額 2019年度予算額 対比△減

5 諸手当 2,180,000 2,500,000 △ 320,000

6 教区勤式指導員事務費 100,000 100,000 0

2 事務費 3,650,000 3,500,000 150,000

1 通信印刷費 1,950,000 1,700,000 250,000

2 事務消耗品費 600,000 600,000 0

3 事務諸費 1,000,000 1,000,000 0

4 備品費 100,000 200,000 △ 100,000

3 旅費 1,400,000 1,400,000 0

1 交通費 1,400,000 1,400,000 0

4 諸費 600,000 500,000 100,000

1 慶弔供奠費 150,000 100,000 50,000

2 接待費 50,000 50,000 0

3 渉外費 200,000 150,000 50,000

4 雑費 200,000 200,000 0

4 回金 12,410,000 15,220,000 △ 2,810,000

1 回金 12,410,000 15,220,000 △ 2,810,000

1 山陰教堂運営費 10,460,000 13,470,000 △ 3,010,000

2 災害対策費 500,000 700,000 △ 200,000

3 退職積立金 1,000,000 1,000,000 0

4 子ども若者推進事業費 50,000 50,000 0

5「各種法要」積立金 0 0 0

6 平衡資金 0 0 0

7 慶讃法要費 400,000 0 400,000

5 宗会議員選挙費 500,000 100,000 400,000

1 宗会議員選挙費 500,000 100,000 400,000

1 宗会議員選挙費 500,000 100,000 400,000

6 予備費 3,170,000 550,000 2,620,000

1 予備費 3,170,000 550,000 2,620,000

歳　出　合　計 55,000,000 59,800,000 △ 4,800,000
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2020（令和2）年度　山陰教区行事	予定
部　門 行事名 期　　　日 会　　　場 講　師 参加者

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
教
区
委
員
会

実
践
運
動

実践運動推進委員会（総会）
同朋社会研修会 7 月 14 日（火） あすてらす
ご縁まち交流 ― ― ― ―
キッズサンガ通信発行 ― ― ―
組サポーター研修会
子ども・若者ご縁づくり教化資料発行 （しおり頒布） ― ― ―
実践運動ブロック連絡協議会（５ブロックごとに自主的に開催）
実践運動僧侶研修会（組、ブロック開催）
実践運動推進協議会（組、ブロック開催）

連
研

連研のための研究会
連研履修者研修会

広
報
出
版

教区報 ｢ 山陰 ｣ 発刊　 （147・148・149 号予定） ― ― ―
ホームページ「山陰教区」 （https://saninkyoku.net） ― ― ―
妙好人カレンダー・伝道資料発行 10 月発行予定 ― ― ―

社推協 各施設カレンダー配布

ビハーラ

ビハーラ山陰総会・研修会
ビハーラ活動第 4 連区研修会 ― ― ― ―
ビハーラ全国集会 1 月 30 日（土）・31 日（日）
ビハーラ公開講座
ビハーラ山陰機関誌発行 7 月発行予定

僧侶
僧侶研修会 9 月予定
勤式講習会（僧侶研修会と併修） 9 月予定

勤式
法務員・特別法務員連絡協議会・勤式研修会 1 月予定

勤式練習所 5月・6月・7月・1月
10月

本願寺山陰教堂
佐波組浄土寺 勤式担当者

門推協

総会 ･ 研修会
実践運動研修会
第４連区門徒推進員実践運動研修会 10 月 26 日（月）・27 日（火） 四州教区
会報 ｢ ともしび ｣ 発行 7 月発行予定

布教団

総会・研修会 4 月 23 日（木） 本願寺山陰教堂
地区別布教大会
青年布教使教区研修会
第４連区布教使研修会 7 月 1 日（水）・2 日（木） 備後教区
第４連区青年布教使研修会 9 月 29 日（火）・30 日（水） 山口教区
研修旅行
寺院振興 ｢ ともしび法座 ｣

総代会
総代研修会
会報「門徒総代会だより」発行 3 月発行予定

壮年会

仏教壮年会会員研修会 ― ― ― ―
総会 ･ 研修会
ブロック研修会（鳥取地区）
ブロック研修会（出雲地区）
ブロック研修会（石見地区）
連区連絡協議会 備後教区
全国仏教壮年会大会 10 月 31 日（土） 備後教区
会報「壮創」発行 3 月発行予定

仏
教
婦
人
会

仏
婦

総会・研修会 5 月 12 日（火） 松江テルサ 中川清昭師
実践運動研修会 9 月下旬 出雲市民会館
教区若婦人のつどい 7 月 19 日（日） 本願寺山陰教堂 目次知浄師
連区連絡協議会 安芸教区
中四国地区仏教婦人会大会 9 月 3 日（木） 安芸教区
仏教婦人幹部研修会 10 月 24 日（土）・25 日（日） 恵信尼公廟所他
若婦人中央研修
総連盟総会 中止
第 16 回世界仏教婦人会大会 ― ― ― ―

寺
婦

寺族婦人研修会
寺族若婦人研修会
会報「寺婦のひろば」発行 12 月発行予定

青
少
年

少
年

総会・研修会
指導者研修会　
少年連盟中央研修会
中 ･ 四国ブロック指導者研修会 6 月 24 日（水）・25 日（木） 山口教区
中央少年教化推進者研修会
広報紙 ｢ はばたき ｣ 発行 3 月発行予定

保
育

まことの保育大学講座（連区） 四州教区
全国保育大会 ― ― ― ―
総会・理事会
教区まことの保育入門講座 ― ― ― ―

仏
青

中四国ブロック真宗青年の集い 四州教区
全国仏教青年のつどい 9 月 12 日（土）・13 日（日）
青少年教化指導者研修会

野球
全国寺族青年軟式野球大会
中 ･ 四国地区寺族青年野球大会 備後教区

矯正
矯正教化連盟山陰教区支部総会
矯正教化連盟広島支部（教誨師）研修会

保護司 更生保護事業支部総会
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2020（令和2）年度	本願寺山陰教堂	常例法座「燈映会」・鳥取常例線
2020（令和 2）年度	本願寺山陰教堂	常例法座「燈映会」

各月13：30～（10月と1月を除く） ブロック 組　名 寺　号 講　師　名
2020（令和2）年 4 月 21 日 火 鳥取・出雲 出　　雲 宗玄寺 藤森　觀海

5 月 21 日 木 石　東 大 田 中 長泉寺 中村　英晴
6 月 19 日 金 邑　智 佐　　波 西念寺 岡田　哲水
7 月 21 日 火 石　西 江　　津 浄妙寺 嘉戸　慎吾
8 月 21 日 金 鳥取・出雲 松　　江 西宗寺 高野　顯信
9 月 18 日 金 石　東 大 田 東 専勝寺 金盛　德照

10 月 21 日
水 教区外

報　恩　講　法　要
AM10：30～　 PM1：30～ 苅屋光影（備後教区深津組光行寺）

12 月 21 日 月 邑　智 邑 智 東 西福寺 小笠原宣隆
2021（令和3）年 1 月 21 日

木 教区外
御　正　忌　法　座

AM10：30～　 PM1：30～ 朝枝曉範（安芸教区山県中組本立寺）
2 月 19 日 金 石　西 浜　　田 正念寺 藤澤　行治
3 月 19 日 金 鳥取・出雲 飯　　南 西正寺 佐和田　裕

2020（令和 2）年度	山陰教区	鳥取常例線
各月 15 日～ 17 日 ブロック 組　名 寺　号 講　師　名

2020（令和2）年 4 月 休線
7 月 休線
9 月 石　西 江　　津 光善寺 波北　　顕

10 月 鳥取・出雲 出　　雲 龍善寺 柳樂　由乗
2021（令和3）年 3 月 石　東 大 田 西 願林寺 窪田　英俊

2020（令和2）年度　「勤式練習所」日程・内容
開催日 時間 内容 会場 会場 準備物

5 月 14 日（木） 13：30 ～ 16：00

開所式
正信念仏偈作法
・三奉請　・頌讃　・正信念仏偈
・十一句念仏　・回向句
※椅子席作法も含む

報恩講の
お勤め① 山陰教堂

勤式集または
声明集・法式規範

中啓・双輪念珠

6 月 18 日（木） 13：30 ～ 16：00

五会念仏作法
・三奉請　・念佛　・誦讃偈 甲乙
・荘嚴讃　・回向
※ 椅子席作法も含む（椅子席作

法にあわせて誦讃偈で行道）

報恩講の
お勤め② 山陰教堂

勤式集または
声明集・法式規範

中啓・双輪念珠

7 月 22 日（水） 13：30 ～ 16：00

奉讃大師作法
・三奉請　・頌讃　・画讃
・正信念仏偈　・十一句念仏（合
殺念仏）　・回向
※椅子席作法も含む
被着法

報恩講の
お勤め③ 山陰教堂

声明集もしくは勤式集

白衣、色衣、僧綱板、
七条袈裟、切袴、中啓、
双輪念珠

10 月 15 日（木） 13：30 ～ 16：00 日常のお勤めと作法
（正信偈草譜・焼香など）

寺族・門信徒
対象

佐波組
浄土寺

日常勤行集・念珠・
（式章）

1 月

日程調整中
13：30 ～ 17：00

葬儀について
（本願寺式務部から出講予定）
※勤式研修会と併修

教区内
全僧侶
対象

山陰教堂 平服・布袍・輪袈裟・
単念珠

2019（令和元）年度　ともしび法座開座報告
開催組 開催寺院 法　座　名 開座日 出講講師

１ 大田東 禮善寺 永代経 令和元年 5月12日（日） 小野　隆志
２ 大田中 法乗寺 永代経 令和元年 6月8日（土） 毛利　孔晶
３ 佐　波 大光寺 報恩講 令和元年 11月9日（土） 佐々木かおり
４ 大田東 禮善寺 報恩講 令和元年 11月17日（日） 毛利　孔晶
５ 江　津 淨念寺 報恩講 令和元年 11月23日（土） 林　　　彰
６ 鹿　足 了徳寺 御正忌報恩講 令和２年 1月5日（日） 柳樂　由乗
７ 大田中 浄蓮寺 御正忌報恩講 令和２年 1月16日（木） 黒河　敬生
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二
、
中
止
対
象
の
行
事

三
月
五
日
（
木
）
地
区
別
布
教
大
会

…
各
会
所
様
の
ご
判
断
に
一
任
。
懇
親

会
は
中
止
。

三
月
六
日
（
金
）
地
区
別
布
教
大
会

…
研
修
会
中
止
。

三
月
七
日
（
土
）
門
徒
推
進
員
実
践

運
動
研
修
会
…
中
止
。
会
場
：
ビ
ッ
グ

ハ
ー
ト
出
雲
。

三
月
十
日
（
火
）
少
年
連
盟
指
導
者

研
修
会
…
中
止
。
会
場
：
本
願
寺
山
陰

教
堂
。

三
月
十
三
日
（
金
）
ビ
ハ
ー
ラ
公
開

講
座
…
中
止
。
会
場
：
出
雲
市
民
会
館

三
月
十
四
日
（
土
）
連
研
履
修
者
研

修
会
…
中
止
。

三
、
会
議
等
の
対
応

三
月
中
の
教
区
・
教
堂
並
び
に
教
化

団
体
関
連
の
「
会
議
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
予
定
通
り
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、

開
催
時
間
の
短
縮
な
ど
の
対
応
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

現
在
、
国
内
外
に
お
い
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る

こ
と
は
、
報
道
な
ど
で
ご
承
知
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
山
陰
教
区
教
務
所
・
本

願
寺
山
陰
教
堂
に
お
き
ま
し
て
は
、
感

染
予
防
の
観
点
か
ら
、
や
む
な
く
当
面

の
間
、
教
区
主
催
の
研
修
会
・
行
事
を

中
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

行
事
中
止
に
つ
き
ま
し
て
は
、
開
催

に
向
け
ご
準
備
を
い
た
だ
い
た
皆
様
、

ま
た
、
参
加
ご
予
定
の
皆
様
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
、
お
詫

び
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

合
掌

一
、 

教
務
所
・
教
堂
業
務
調
整
の
対
象

期
間

 

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
三
月
一
日

（
日
）
～
三
十
一
日
（
火
）

※ 

感
染
の
終
息
状
況
に
よ
っ
て
、
対

象
期
間
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

教
区
・
教
堂
の
対
応
に
つ
い
て

山陰教区寺院振興「ともしび法座」のご案内
山陰教区では、住職不在等の理由で法座開催が困難になっているご寺院を対象に寺院機能の振興を目的と

して、教区布教団員の奉仕布教による「ともしび法座」を開座しています。この法座は、平成 14 年度（平成
16 年度から「ともしび法座」に名称変更）から実施され、今年で 19 年目を迎えます。これまでに報恩講・
永代経法要など延べ約 180 座に出講させていただきました。人口減少・高齢化等の影響で寺院を取り巻く状
況は益々厳しくなっています。さまざまな理由から法座が開催できないなどお困りの場合は、教務所までご
相談ください。詳細についてご案内をさせていただきます。

※申請は、ご寺院の所属する組長さまからして頂くことになります。
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感動のそばに、いつも。

〒690-0003
松江市朝日町477-17　松江SUNビル7階
TEL 0852-23-6720
FAX 0852-23-7739
営業時間：9：30～17：30（土・日・祝日休業）

株式会社JTB　松江支店

ご本山への団体参拝は弊社へご用命をよろしくお願い致します。

江
津
組
で
は
、
浄
土
真
宗
の
教
え
を

少
し
で
も
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
「
浄
土
真
宗
公
開
講
座
」

を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

東
京
仏
教
学
院
の
本
多
静
芳
先
生
や
相

愛
大
学
准
教
授
の
佐
々
木
隆
晃
先
生
を

お
迎
え
し
て
、
浄
土
真
宗
の
教
え
を
分

か
り
や
す
く
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
一
〇
〇
名
を
超
え
る
参
加
者

で
、
毎
年
盛
況
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
月
二
十
六
日
（
日
）
に
開
催
し
た

今
年
の
公
開
講
座
は
、
少
し
趣
向
を
変

え
て
、
高
座
を
使
用
し
た
節
談
説
教
と

講
談
を
皆
さ
ん
に
聞
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。題
し
て「
感
じ
よ
う
、言
葉
の
力
」。

浄
土
真
宗
の
教
え
を
「
語
り
」
を
通
し

て
感
じ
て
い
こ
う
と
い
う
内
容
で
す
。

ご
講
師
に
は
、
節
談
説
教
で
は
、
安
芸

教
区
佐
伯
奥
組
最
禅
寺
住
職
の
米
田
順

昭
師
を
、
講
談
で
は
邑
智
東
組
高
善
寺

衆
徒
で
講
談
師
の
旭
堂
南
雲
師
（
本
名
・

武
田
正
知
さ
ん
）
を
そ
れ
ぞ
れ
お
迎
え

し
て
、
た
っ
ぷ
り
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
ず
は
講
談
。
講
談
の
演
目
に
は
直

接
浄
土
真
宗
の
教
え
を
伝
え
る
内
容
の

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
初
め
に
講
談

の
歴
史
や
落
語
と
の
違
い
、
ご
法
話
を

い
た
だ
い
て
、
講
談
を
演
じ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
講
釈
師 

見
て
き
た
よ
う

な 

嘘
を
つ
き
」
と
い
う
川
柳
が
あ
る
よ

う
に
、
講
談
の
演
目
は
全
て
実
在
の
人

物
で
す
が
、
そ
の
人
物
を
巧
み
に
操
っ

て
様
々
な
世
界
を
作
る
の
で
す
。
そ
の

情
景
を
想
像
さ
せ
る
語
り
口
調
に
は
終

始
圧
倒
さ
れ
、
体
全
体
で
物
語
を
伝
え

る
と
い
う
話
芸
を
体
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
節
談
説
教
で
は
、
こ
れ
も
情

感
豊
か
に
浄
土
真
宗
の
教
え
を
物
語
に

し
て
、
私
た
ち
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
あ
の
物
悲
し
く
も
心
震
え
る
独

特
の
節
回
し
に
よ
っ
て
、
先
生
の
言
葉

の
一
つ
ひ
と
つ
が
私
た
ち
に
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
浄
土
真
宗
の
教
え
を
頭
で
理

解
す
る
の
で
は
な
く
、
体
で
感
じ
て
い

く
よ
う
に
、ご
法
義
の
言
葉
の
中
に
ど
っ

ぷ
り
と
浸
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
そ
ん

な
感
覚
で
し
た
。

今
回
の
お
よ
そ
一
四
〇
名
の
参
加
者

の
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
た
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
、最
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
様
々
な
感
想
を
書
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。話
し
手
が
発
す
る「
こ
と
ば
」

と
「
内
容
」
を
体
で
感
じ
る
。
そ
ん
な

公
開
講
座
で
し
た
。

江津組副組長
波　北　　　顕

江津組公開講座
「感じよう、言葉の力」
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協
賛

瀬
尾
浩
義
商
店

〒
七
三
三
｜
〇
八
五
一

広
島
市
西
区
田
方
三
丁
目

　
　
　
　
　
　

九
〇
九
｜
一
｜
三
〇
一

T
E
L
〇
八
二
｜
二
七
二
｜
八
四
六
一

教
区
報
編
集
会
議
資
料
で
一
〇
〇

号
以
降
の
特
集
記
事
一
覧
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
今
回
の
編
集
後
記
の
記

事
担
当
と
い
う
こ
と
で
、
何
気
な
く

い
つ
頃
か
ら
編
集
後
記
を
書
い
て
い

る
の
か
気
に
な
り
、
チ
ェ
ッ
ク
し
た

と
こ
ろ
一
〇
二
号
で
担
当
し
て
お
り

ま
し
た
。

そ
の
時
か
ら
十
五
年
経
っ
て
お
り
、

気
が
付
け
ば
担
当
者
の
中
で
二
番
目

に
長
く
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
間
に
は
、「
親
鸞
聖
人
七
百
五

十
回
大
遠
忌
」・「
伝
灯
奉
告
法
要
」

が
勤
修
さ
れ
、「
基
幹
運
動
」か
ら「
実

践
運
動
」
へ
移
行
し
、
宗
門
・
教
区

内
も
多
く
の
変
化
が
あ
り
、
変
わ
ら

な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
山
陰
両
県
で
震
災
が
起
き
、

そ
の
流
れ
・
出
来
事
の
情
報
発
信
に

携
わ
れ
た
こ
と
を
有
り
難
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。

『
教
区
報
』
は
、
教
区
と
山
陰
全

寺
院
を
繋
ぐ
架
け
橋
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

今
後
も
こ
の
『
教
区
報
』
を
情
報

発
信
と
し
て
、
多
く
の
役
割
を
果
た
し

て
い
け
る
よ
う
に
益
々
充
実
さ
せ
て
い

け
れ
ば
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

（
Ｕ
）

浜
田
組
の
実
践
運
動

浜
田
組

　組長

　小

　泉

　敬

　秀

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
と

し
て
二
ヶ
年
計
画
の
完
成
年
度
末
を
迎
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。

浜
田
組
の
達
成
目
標
は
「
豊
か
で
ゆ
と

り
あ
る
心
を
育
む
た
め
、
地
域
に
出
向
い

て
宗
派
を
超
え
て
つ
な
が
り
が
持
て
る
ご

縁
づ
く
り
を
目
指
す
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
各
教
化
団
体
を
中
心
に
研
修
会
や
催

し
を
熱
心
に
行
い
、
か
つ
、
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
用
い
て
宣
伝
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
の

参
加
を
促
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
児
童
念

仏
奉
仕
団
と
念
仏
奉
仕
団
・
組
内
合
同
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
、
企
画
内
容
を
吟
味

し
な
が
ら
目
新
し
い
感
覚
を
意
識
し
て
取

り
組
ん
だ
。
ま
た
、
各
種
研
修
や
組
講
に

お
い
て
も
、
宗
教
や
宗
派
を
超
え
て
学
識

の
深
い
講
師
を
招
聘
し
、
学
び
の
内
容
の

広
が
り
に
努
め
た
結
果
、
法
中
を
始
め
と

し
て
参
加
門
信
徒
の
見
識
を
深
め
る
こ
と

に
繋
が
っ
た
。
し
か
し
、
ど
こ
も
一
緒
だ

ろ
う
が
、
人
口
減
少
や
少
子
化
に
伴
う
、

参
拝
者
・
各
団
体
の
会
員
の
減
少
は
と
ど

ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

昨
年
末
に
近
く
の
他
宗
の
住
職
が
お
い

で
に
な
り
、
御
朱
印
帳
の
寺
院
参
加
を
持

ち
掛
け
ら
れ
た
。「
浜
田
開
府
四
〇
〇
年
」

の
記
念
事
業
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
当
然
、
浄
土
真
宗
は
御

朱
印
を
発
行
し
て
い
な
い
か
ら
難
し
い
と

お
断
り
し
た
が
、
参
拝
者
減
や
若
者
の
宗

教
離
れ
が
進
ん
で
い
る
昨
今
、
寺
に
人
が

来
る
き
っ
か
け
と
し
て
ス
タ
ン
プ
な
ら
構

わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
当
た
り
、

参
加
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
し
て
組
内

で
呼
び
掛
け
た
結
果
、
三
ヶ
寺
の
参
加
が

あ
り
、
各
宗
派
合
わ
せ
て
二
十
五
ヶ
寺
の

寺
巡
り
ラ
リ
ー
の
催
し
が
決
定
し
た
。
実

際
に
ラ
リ
ー
が
始
ま
り
、
今
ま
で
参
拝
さ

れ
た
こ
と
が
な
い
人
た
ち
が
数
十
人
お
参

り
に
な
り
、
こ
れ
こ
そ
重
点
目
標
の
「
宗

派
を
超
え
て
お
寺
に
集
う
」
き
っ
か
け
に

な
る
取
り
組
み
だ
と
感
じ
た
。
ま
た
、
話

し
て
み
る
と
「
日
ご
ろ
縁
の
な
い
お
寺
に

お
参
り
し
た
く
て
も
入
り
に
く
い
け
れ

ど
、
ス
タ
ン
プ
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
い
た
だ

き
が
て
ら
自
由
に
中
に
入
れ
る
」
と
好
評

で
あ
る
。

こ
の
記
念
事
業
が
終
了
し
た
後
も
、
全

組
的
な
活
動
と
し
て
何
ら
か
の
形
で
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。


